
③
ア
ジ
ア
都
市
の
交
通
問
題

太
田
勝
敏

は
じ
め
に

　
都
市
交
通
問
題
を
は
じ
め
、
開
発
途
上
国
の

都
市
問
題
を
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
に
あ
た
っ
て

最
初
に
ぶ
つ
か
る
ジ
レ
ン
マ
が
、
な
ぜ
都
市
な

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
人
口
の
大
半
が
農

村
に
居
住
し
、
農
業
が
大
き
な
役
割
を
占
め
る

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
開
発
の
重
点
は
農
村

に
あ
り
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
都
市
に
限
ら
れ
た

投
資
を
振
り
向
け
る
こ
と
の
意
味
は
、
た
と
え

わ
れ
わ
れ
か
ら
み
て
都
市
問
題
が
い
か
に
深
刻

に
見
え
て
も
必
ず
し
も
自
明
な
こ
と
で
は
な

い
。
都
市
へ
の
投
資
は
、
農
村
と
の
格
差
を
拡

大
し
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
を
促
進
さ
せ
、
さ

ら
に
都
市
間
題
を
激
化
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、
国
全
体
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
お
け
る

都
市
の
役
割
り
を
明
確
に
し
た
上
で
の
都
市
整

備
が
必
要
と
な
る
。

　
都
市
に
投
資
す
る
と
し
て
も
、
都
市
交
通
問

題
の
優
先
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
多
く
の

途
上
国
都
市
に
お
い
て
、
人
口
の
四
分
の
一
か

ら
三
分
の
一
も
の
人
々
が
上
水
道
や
排
水
施
設

も
な
い
劣
悪
な
ス
ラ
ム
地
区
（
多
く
は
、
不
法

占
拠
に
よ
る
ス
コ
ッ
タ
ー
地
区
）
に
居
住
し
て

い
る
現
状
で
は
、
住
宅
や
衛
生
施
設
を
は
じ
め

と
す
る
Ｂ
Ｈ
Ｎ
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

表－1　都市化の状況（アジア）

ニ
ー
ズ
）
に
ま
ず
重
点
が
置
か
れ
る
の
も
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
交
通
の
改
善
は
、
住

民
に
基
本
的
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
提
供
し
、
職
場

表－２　自動車保有台数の推移（アジア）

は
じ
め
に

都
市
化
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

都
市
交
通
需
要
の
特
性

都
市
交
通
施
設
と
公
共
輸
送

ま
と
め

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
、
都
市
活
動
の
円
滑

化
と
効
率
化
を
進
め
る
上
で
必
要
で
あ
り
、
長

期
的
に
は
経
済
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
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え
る
。

　
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
の
中

で
、
途
上
国
の
都
市
交
通
問
題
の
現
状
に
つ
い

て
、
東
南
ア
ジ
ア
都
市
を
例
と
し
て
述
べ
る
。

都
市
化
と
モ
ー
タ
リ

ゼ
イ
シ
ョ
ン

″
貧
し
い
〟
は
ず
の
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市

表－３　都市別自動車登録台数（東南アジア首都）

で
、
世
界
で
も
最
悪
の
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て

い
る
。
マ
ニ
ラ
や
、
バ
ン
コ
ク
に
み
ら
れ
る
激
し

い
道
路
混
雑
、
耐
え
難
い
騒
音
と
排
気
ガ
ス
、

こ
れ
ら
は
首
都
の
急
激
な
発
展
と
人
口
集
中
、

そ
し
て
富
の
集
中
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え

る
。
経
済
発
展
と
共
に
都
市
化
が
進
む
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
も
、

都
市
人
口
は
全
国
人
口
の
増
加
率
を
上
廻
る
年

間
三
～
四
％
と
い
う
高
率
で
増
大
し
て
い
る

（
表
―
ｌ
）
。
し
か
も
、
都
市
人
口
の
多
く
が
首

都
に
集
中
し
、
人
口
増
加
率
も
他
都
市
よ
り
も

高
い
と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
一
方
、
自
動
車
保
有
状
況
を
み
る
と
、
都
市

化
の
速
度
よ
り
も
さ
ら
に
急
激
に
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
表
―
２
）
。
開
発
途
上
国
の
急
激
な
人
口
増
加

を
さ
し
て
「
人
口
爆
発
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
を
上
廻
る
「
自
動
車
爆
発
」
が
起
き

て
い
る
と
い
え
る
。
例
外
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

乗
用
車
数
の
減
少
で
、
こ
れ
は
新
車
購
入
の
場

合
に
輸
入
税
と
追
加
登
録
料
で
、
原
価
の
約
二

倍
と
い
う
よ
う
な
高
率
の
課
税
に
よ
り
、
交
通

量
の
増
加
を
抑
制
す
る
と
い
う
強
力
な
政
策
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
自
動
車
の
保
有
率
を
み
る
と
、
国
に
よ
り
所

得
の
差
以
上
の
大
き
い
差
が
み
ら
れ
る
。
乗
用

車
に
つ
い
て
保
有
率
の
高
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

水
準
は
、
日
本
の
昭
和
四
十
四
年
、
低
い
タ
イ

の
水
準
が
三
十
七
年
当
時
の
保
有
率
に
対
応
し

て
い
る
。

　
各
国
の
首
都
別
の
自
動
車
登
録
台
数
を
み
る

と
、
表
―
２
に
含
ま
れ
て
い
な
い
オ
ー
ト
バ
イ

の
シ
ェ
ア
が
高
く
、
か
つ
爆
発
的
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
―
３
）
。
ま
た
、
全
国

の
乗
用
車
の
六
一
％
が
マ
ニ
ラ
に
集
中
し
て
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
首
都
に
自
動
車
が
偏
在
し

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

都
市
交
通
需
要
の
特
性

　
開
発
途
上
国
に
み
ら
れ
る
極
端
な
貧
富
の
差

は
、
都
市
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
先
に
み
た

自
動
車
の
爆
発
的
増
加
の
中
に
お
い
て
も
、
乗

用
車
の
保
有
は
ご
く
一
部
の
世
帯
に
限
ら
れ
て

お
り
、
大
変
な
交
通
混
雑
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

バ
ン
コ
ク
や
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
も
保
有
世
帯
は

全
体
の
一
〇
％
、
二
〇
％
程
度
に
す
ぎ
な
い

（
表
―
４
）
。

　
都
市
交
通
の
需
要
は
、
各
都
市
の
居
住
者
の

社
会
経
済
特
性
を
反
映
し
た
生
活
パ
タ
ー
ン
の

相
異
、
気
候
や
風
土
の
差
に
よ
る
交
通
に
対
す

る
評
価
構
造
の
相
異
、
経
済
発
展
段
階
に
よ
る

交
通
施
設
の
相
異
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本

の
都
市
と
は
異
な
る
多
く
の
特
徴
を
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
都
市
で
は
、
一

日
の
ピ
ー
ク
が
朝
・
昼
・
夕
と
三
回
あ
り
、
夕

方
の
ピ
ー
ク
が
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
昼
の
交

通
の
ピ
ー
ク
が
現
わ
れ
る
の
は
、
昼
食
を
家
で

と
る
習
慣
や
二
部
制
を
と
る
学
校
の
多
い
こ
と

が
そ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
若
年
人

口
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
学
交
通
の
占
め
る
割

合
が
日
本
と
比
べ
て
著
し
く
高
い
こ
と
も
、
ア

ジ
ア
都
市
の
交
通
の
特
性
で
あ
る
。

　
交
通
需
要
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
は
、
パ

ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
。
多
く

の
ス
コ
ッ
タ
ー
地
区
を
抱
え
、
文
盲
率
も
高
い

中
で
行
わ
れ
た
サ
ン
プ
ル
調
査
で
あ
る
こ
と
、

急
激
な
経
済
社
会
変
動
か
起
き
て
い
る
中
で
新

し
い
デ
ー
タ
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
調
査

結
果
の
信
頼
性
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
唯
一
の
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貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
徒
歩
を
除
く
ト
リ
ッ

プ
発
生
率
を
み
る
と
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
除
い
て

一
日
当
り
一
・
二
～
一
・
八
ト
リ
ッ
プ
と
、
日

本
の
場
合
と
同
程
度
で
あ
る
（
表
―
４
）
。
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
低
い
の
は
、
調
査
当
時
の
自
動
車
保

有
率
が
低
い
こ
と
に
加
え
て
、
活
発
な
行
商
活

動
の
存
在
や
徒
歩
圏
内
の
市
場
の
存
在
と
も
関

係
が
あ
ろ
う
。

　
徒
歩
を
除
く
交
通
機
関
別
分
担
状
況
を
み
る

と
、
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
都
市
は
路
面
公
共

輸
送
機
関
に
依
存
し
て
い
る
（
表
―
５
）
。
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
や
ペ
ナ
ン
ト
と
い
っ
た
マ
レ
ー

シ
ア
の
都
市
が
例
外
で
、
乗
用
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
と
い
っ
た
私
的
輸
送
機
関
に
多
く
依
存
し
て

い
る
。
公
共
輸
送
機
関
に
つ
い
て
は
、
後
で
詳

し
く
説
明
す
る
が
、
バ
ス
や
パ
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
が
主
体
で
鉄
道
の
役
割
は
都
市
内
交
通
に
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　
徒
歩
や
自
転
車
と
い
っ
た
非
動
力
系
交
通
手

段
は
、
先
進
諸
国
の
都
市
に
お
い
て
も
途
上
国

の
都
市
に
お
い
て
も
、
基
本
的
交
通
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア

の
大
都
市
に
お
け
る
自
転
車
の
利
用
は
、
走
行

の
危
険
性
や
低
料
金
の
公
共
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

存
在
な
ど
か
ら
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地

方
都
市
や
農
村
部
に
お
い
て
は
、
戸
口
か
ら
戸

口
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
個
別
輸
送
手
段
と
し

て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で
は

大
都
市
に
お
い
て
も
自
転
車
が
よ
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
統
計
に
よ
る
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お

表―４　都市別交通関連特性（東南アジア首都） い
て
も
、
自
動
車
の
総
台
数
を
上
廻
る
数
の
自

転
車
が
登
録
さ
れ
て
い
る
（
一
九
七
八
年
で
約

五
五
万
台
）
。
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て

は
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
自
転
車
の
利
用
が

少
な
い
よ
う
で
、
自
転
車
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

の
低
さ
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
徒

歩
や
自
転
車
に
よ
る
交
通
が
暑
さ
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
ト
リ
ッ
プ
数
は
と
も
か
く
移
動
距
離

に
は
制
約
条
件
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
含

め
て
、
徒
歩
や
自
転
車
に
関
す

る
客
観
的
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
少

な
く
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
貧
富
の
差
が
大
き
い
と
い
っ

た
社
会
経
済
属
性
の
特
性
は
、

交
通
需
要
に
も
大
き
な
影
響
を

表－5　パーソントリップの交通機関別分担（アジア）
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与
え
て
い
る
。
ダ
バ
オ
の
デ
ー
タ
（
一
九
七
九

年
）
に
よ
れ
ば
、
高
所
得
者
は
低
所
得
者
に
比

ベ
ト
リ
ッ
プ
発
生
率
が
八
○
％
近
く
高
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
所
得
と
関
係
の
深
い
車
の
保

有
・
非
保
有
に
よ
っ
て
も
発
生
率
に
同
程
度
の

差
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
前
橋
・
高
崎
で
の
差
が

約
五
〇
％
（
一
九
七
八
年
調
査
）
に
比
べ
て
大

き
い
値
で
あ
る
（
図
―
Ｉ
）
。
車
の
保
有
状
況
は

ま
た
、
利
用
交
通
手
段
の
選
択
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
聞
く
と
、
車
を

持
っ
て
い
れ
ば
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
車
を

使
い
、
逆
に
使
わ
な
い
と
周
囲
の
人
に
不
思
議

図一１　自動車保有・非保有別利用交通手段（ダバオ1979年）

が
ら
れ
る
と
い
っ
た
社
会
的
雰
囲
気
が
あ
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て

は
、
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
車
の

認
識
や
、
プ
ラ
イ
ド
や
体
面
と
い
っ
た
社
会
心

理
的
要
因
が
、
交
通
手
段
の
選
択
範
囲
を
制
約

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
ト
リ
ッ
プ
の
発
生
や
交
通
手
段
の
選
択
が
、

個
人
の
社
会
経
済
属
性
に
よ
り
強
く
規
定
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、
マ
ニ
ラ
と
ダ
バ
オ
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
個
人
レ
ベ
ル
の
非
集
計
分

析
に
よ
っ
て
も
定
量
的
に
示
さ
れ
て
い
る
（
文

献
―
２
）
。
す
な
わ
ち
、
職
業
や
車
の
保
有
が

最
も
重
要
な
説
明
要
因
で
あ
り
、
時
間
や
コ
ス

ト
等
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
要
因
の
説
明
力
は
低

い
。
時
間
が
相
対
的
に
重
要
な
要
因
と
な
る
の

は
、
車
保
有
層
に
つ
い
て
の
公
共
輸
送
と
乗
用

車
の
間
の
選
択
の
場
合
で
あ
る
。
一
方
、
コ
ス

ト
が
重
要
と
な
る
の
は
、
車
を
持
た
な
い
層
で

の
徒
歩
と
公
共
輸
送
の
間
の
選
択
や
バ
ス
と
ジ

ー
プ
ニ
ィ
等
と
の
聞
の
選
択
の
場
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
車
を
持
つ
こ
と
の
で

き
る
高
所
得
者
層
は
、
車
が
手
元
に
あ
れ
ば
で

き
る
だ
け
車
を
使
い
、
家
族
の
他
の
人
が
使
っ

は
低
く
近
代
化
す
る
に
つ
れ
て
高
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
交
通
の
面
に
も
現
わ
れ
て
い
る

と
も
解
釈
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
開

発
途
上
国
都
市
に
お
け
る
交
通
行
動
は
、
社
会

経
済
属
性
に
よ
り
強
く
規
定
さ
れ
、
選
択
の
余

地
が
限
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
考
え
ら
れ

る
。
高
所
得
者
層
に
と
っ
て
は
、
社
会
的
制
約

に
よ
り
車
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
低
所
得
者
層
に

と
っ
て
は
、
経
済
的
制
約
が
利
用
で
き
る
交
通

手
段
を
限
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
比
較
的
安
い
公
共
輸
送
機
関
が
あ
る
と
し
て

も
、
回
数
券
や
定
期
券
の
制
度
は
な
く
乗
り
換

え
ご
と
に
料
金
が
加
算
さ
れ
る
状
況
で
は
、
交

通
費
は
家
計
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
貧
民
が
多
く
住
む
ス
コ
ッ
タ
ー

地
区
が
都
心
附
近
の
便
利
な
一
画
を
占
め
る
の

も
、
家
族
ぐ
る
み
で
職
場
に
最
も
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
場
所
で
あ
る
た
め
と
い
わ
れ
て
お
り
、

交
通
費
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

四

て
い
る
場
合
な
ど
で
車
が
使
い
に
く
い
場
合
に

だ
け
代
替
交
通
手
段
を
考
え
、
そ
の
時
に
は
コ

ス
ト
よ
り
も
時
間
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
大
多
数
の
車
を
持
た
な
い
低
所

得
者
層
に
と
っ
て
は
、
時
間
が
余
計
に
か
か
っ

て
も
安
い
交
通
手
段
を
選
択
し
て
い
る
と
い
え

る
。
時
間
に
対
す
る
意
識
は
、
伝
統
的
社
会
で

　
道
路
交
通
の
混
雑
は
、
交
通
需
要
の
集
中
と

共
に
道
路
網
の
未
整
備
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
幹
線
通
路
の
不
足
に
加
え
て
、
交
通
管
理

の
不
備
と
運
転
者
の
規
律
の
悪
さ
が
混
雑
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。
元
来
不
充
分
な
道
路
ス
ペ

ー
ス
が
、
行
商
、
屋
台
、
小
店
舗
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
あ
る
い
は
作
業
場
と
い
っ
た
多
様
な
経
済
活

動
の
場
と
な
り
、
ま
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
、
交
通
機
能
を
阻
害
し
て
い
る
。
ま
た
、
馬

車
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
輪
タ
ク
と
い
っ
た
雑

多
な
低
速
度
の
交
通
流
が
混
在
し
て
交
通
容
量

を
落
し
て
い
る
。

　
公
共
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
不
備
は
、
車
を
持
た

な
い
大
多
数
の
都
市
住
民
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
直

接
に
影
響
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
鉄
道
は

植
民
地
時
代
に
建
設
さ
れ
た
ま
ま
十
分
な
整
備

が
行
わ
れ
ず
に
老
朽
化
し
て
い
た
り
、
一
部
の

用
地
が
不
法
占
拠
さ
れ
て
列
車
の
運
行
に
も
支

障
を
与
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
基
本

的
に
都
市
間
鉄
道
と
し
て
路
線
や
駅
が
建
設
さ

れ
て
お
り
、
道
路
と
は
平
面
交
差
で
、
単
線
で

電
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
信
号
機
器
や
車

輛
が
旧
式
で
都
市
内
サ
ー
ビ
ス
に
は
困
難
な
ケ

ー
ス
が
多
い
。
こ
の
た
め
鉄
道
の
利
用
は
限
ら

れ
て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
鉄
道

を
近
代
化
し
て
都
市
内
交
通
に
も
役
立
て
よ
う

と
す
る
試
み
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
バ
ン
コ
ク
で
始

ま
っ
て
い
る
。
雨
期
に
は
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
東
南
ア
ジ
ア
の
大
都
市
に
お
い
て

は
、
地
下
鉄
の
建
設
は
技
術
的
に
も
問
題
が
多

く
、
ま
た
建
設
費
が
高
す
ぎ
て
一
般
住
民
が
利

用
で
き
る
安
い
運
賃
に
よ
る
運
行
は
困
難
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
地
下
鉄
の
建
設
は
開
発
途
上

国
で
は
一
般
に
無
理
で
あ
る
。
韓
国
と
香
港
で

近
年
地
下
鉄
が
開
通
し
た
が
例
外
的
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
よ
り
安
価
な
軌
道
系
シ
ス
テ
ム
と

し
て
高
架
改
良
市
電
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
が
マ
ニ
ラ
で

調査季報73―82.341



表―6　公共輸送機関の状況（東南アジア）

建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ス
は
開
発
途
上
国
の
都
市
に
お
け
る
主
要

な
公
共
輪
送
機
関
で
あ
る
が
、
混
雑
に
ま
き
込

ま
れ
て
速
度
が
遅
く
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
、

車
内
が
大
混
雑
し
た
り
し
て
サ
ー
ビ
ス
水
準
は

低
い
。
バ
ス
車
輛
数
も
不
足
が
ち
で
、
加
え
て

古
い
車
や
整
備
の
悪
い
車
が
多
く
て
稼
動
率
が

極
端
に
低
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
大
型

車
輛
の
通
行
が
可
能
な
街
路
の
不
足
や
路
線
認

可
手
続
上
の
問
題
等
か
ら
、
一
部
の
地
域
、
特

に
急
激
に
拡
大
す
る
外
周
部
の
低
所
得
者
地
域

へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
バ
ス
と
鉄
道
、
都
市
間
バ

―
６
）
。
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
を
公
的
に
認
知
さ

れ
た
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら

を
補
完
す
る
形
で
自
然
発
生
的
に
、
時
に
違
法

に
発
達
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
″
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
〟
な
交
通
機
関
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ジ
ー
プ

ニ
ィ
や
ス
ラ
バ
ヤ
の
ベ
モ
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
シ

ロ
ー
（
ミ
ニ
バ
ス
）
の
よ
う
に
、
バ
ス
以
上
に

主
要
な
公
共
輸
送
機
関
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
交
通
サ
ー
ビ
ス
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
″
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
〟
な
交
通
機
関
は
、
タ

ク
シ
ー
と
バ
ス
の
中
間
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

「
中
間
的
交
通
機
関
」
な
い
し
「
パ
ラ
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
」
と
、
タ
ク
シ
ー
的
な
個
別
輸
送
を
行

調査季報73―82.3

表－7　公共輸送機関の一般的運行形態

ニ
ラ
の
ラ
ブ
バ
ス
や
バ
ン
コ

ク
の
エ
ア
コ
ン
バ
ス
の
よ
う

に
、
冷
房
つ
き
で
立
ち
席
な

し
の
高
サ
ー
ビ
ス
・
高
料
金

の
特
別
な
バ
ス
を
高
所
得
者

層
用
に
運
行
し
て
成
功
し
て

い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

　
途
上
国
の
都
市
交
通
で
最

も
特
徴
的
な
も
の
は
、
多
種

多
様
な
形
態
で
発
達
し
て
い

る
そ
の
土
地
特
有
の
公
共
輸

送
機
関
の
存
在
で
あ
る
（
表

は
不
便
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
を
設

け
て
い
る
場
合
が
多
い
。
マ

ス
と
都
市
内
バ
ス
、
そ
し
て

他
社
の
バ
ス
と
の
乗
り
換
え

42



表－８　路面公共輸送機関の分類

非動力系交通機関

う
「
ミ
ニ
タ
ク
シ
ー
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
表
―
７
）
。
ル
ー
ト
や
運
行
間
隔
な
ど
か

ら
み
る
と
、
い
ず
れ
も
柔
軟
性
が
高
く
、
そ
の

土
地
の
需
要
に
合
わ
せ
て
民
間
の
零
細
事
業
者

　
（
一
台
保
有
で
経
営
者
が
自
ら
運
転
す
る
例
が

ミ
ニ
タ
ク
シ
ー
に
多
く
、
パ
ラ
ト
ラ
ソ
ジ
ッ
ト

に
も
み
ら
れ
る
）
の
創
意
工
夫
で
運
行
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
（
表
―
８
）
。
パ
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
卜
は
、
運
行

速
度
も
乗
用
車
並
み
に
早
く
、
バ
ス
に
比
べ
て

待
ち
時
間
が
少
な
く
、
ル
ー
ト
上
で
は
自
由
に

乗
降
で
き
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
高

く
、
バ
ス
よ
り
多
少
料
金
が
高
い
場
合
で
も
利

用
者
が
多
い
。
ミ
ニ
タ
ク
シ
ー
は
、
料
金
は
一

般
に
タ
ク
シ
ー
（
多
く
は
外
国
人
用
）
よ
り
安

く
、
住
宅
地
の
細
街
路
に
入
れ
る
こ
と
、
荷
物

を
運
び
や
す
い
こ
と
か
ら
市
場
か
ら
の
交
通
等

の
短
距
離
用
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ミ
ニ
タ
ク
シ
ー
や
パ
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
に

は
、
人
力
・
畜
力
に
よ
る
も
の
か
ら
ジ
ー
プ
ニ

ィ
の
よ
う
に
特
製
の
自
動
車
に
よ
る
も
の
ま

で
、
多
様
な
交
通
機
関
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

各
都
市
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
、
現
地
の
技
術

や
材
料
を
活
用
し
て
最
も
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
安

く
効
率
的
な
公
共
輸
送
形
態
と
し
て
独
自
に
発

達
し
て
き
た
「
適
性
技
術
」
で
あ
り
、
先
進
国

の
基
準
か
ら
み
れ
ば
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、

不
可
欠
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
積
極
的
評
価

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
経
済
発
展
に

応
じ
て
よ
り
快
適
で
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
輛
形
態
等
の

面
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
変
化
が
著
し
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
人
力
に
よ
る
も
の
か

ら
オ
ー
ト
バ
イ
を
利
用
し
た
も
の
へ
、
軽
自
動

車
に
代
っ
て
小
型
・
大
型
自
動
車
が
使
わ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
パ
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
や
ミ
ニ
タ
ク

シ
ー
は
ま
た
、
未
熟
練
労
働
者
の
直
接
雇
用
源

と
し
て
、
ま
た
製
造
・
修
理
・
そ
の
他
の
関
連

産
業
を
抱
え
た
産
業
と
し
て
、
都
市
経
済
の
重

要
部
門
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
公
共
輸
送
と
比
べ
て
、
効

率
的
に
運
行
さ
れ
、
民
営
で
採
算
ペ
ー
ス
で
成

立
し
、
お
互
い
の
厳
し
い
競
争
の
中
で
企
業
家

精
神
が
問
わ
れ
る
こ
の
″
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
〟

な
交
通
部
門
の
存
在
は
、
経
営
能
力
の
養
成
や

資
本
畜
積
の
点
か
ら
み
て
も
、
都
市
経
済
の
発

展
の
一
つ
の
芽
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ

う
な
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
″
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
〟

交
通
部
門
の
認
知
に
あ
た
っ
て
は
、
交
通
政
策

上
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
社
会
政
策
・
産

業
政
策
か
ら
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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急
激
な
都
市
化
と
爆
発
的
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

ジ
ョ
ン
、
限
ら
れ
た
技
術
と
資
源
と
い
う
背
景

の
中
で
、
開
発
途
上
国
の
都
市
交
通
、
さ
ら
に

は
都
市
間
題
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
。
社
会
経
済
構
造
に
み
ら
れ
る
近
代
部

五

ま
と
め



門
と
伝
統
部
門
と
の
二
重
構
造
と
は
、
交
通
需

要
の
面
で
も
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
面
で

も
色
濃
く
現
わ
れ
て
い
る
。
民
間
の
自
由
な
活

動
に
基
づ
き
、
ロ
ー
カ
ル
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
発
達
し
て
い
る
「
適
正
技
術
」
と
し
て
パ
ラ
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
途
上
国
の
都
市
交
通
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ

て
は
、
国
全
体
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
の
位

置
づ
け
を
明
確
に
し
た
上
で
、
民
間
の
活
力
を

飯
島
　
茂

大
都
市
に
お
け
る
都
市
問
題

で
き
る
だ
け
利
用
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効

に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
で
は
、

社
会
経
済
あ
る
い
は
文
化
的
な
背
景
の
下
で
の

都
市
交
通
間
題
の
理
解
が
不
充
分
で
あ
り
、
先

進
国
の
技
術
や
常
識
の
移
転
に
は
慎
重
さ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

《
主
要
参
考
文
献
》

１
　
太
田
勝
敏
『
ア
ジ
ア
の
都
市
交
通
お
よ
び

よ
う
に
見
え
る
都
市
で
も
、
近
年
激
増
し
た
車

公
害
に
は
、
ま
っ
た
く
お
手
上
げ
の
形
で
あ

る
。
排
気
ガ
ス
の
た
め
に
、
都
心
の
蚊
、
蛇
、

や
も
り
な
ど
が
激
減
し
た
こ
と
は
、
一
応
棚
に

上
げ
る
と
し
て
も
、
慢
性
的
な
交
通
停
滞
の
ひ

ど
さ
は
、
横
浜
や
東
京
の
比
で
は
な
い
。
横
浜

の
旧
市
街
ほ
ど
も
な
い
タ
イ
国
の
首
府
で
は
、

バ
イ
パ
ス
ら
し
い
バ
イ
パ
ス
は
お
ろ
か
、
隣
の

大
通
り
へ
抜
け
る
横
道
も
少
い
た
め
に
、
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ
ー
の
混
雑
は
言
語
に
絶
す
る
も
の
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
町
の
東
端
に
あ
る
ユ
ネ
ス

４
　
P
.
J
.
R
.
i
m
m
e
r
a
n
d
　
H
.
W
.
　
D
i
c
k
,

　
"
I
m
p
r
o
v
i
n
g
　
U
r
b
a
n
　
P
u
b
l
i
c
　
t
r
a
n
s
p
o
r
t

　
i
n
　
S
o
u
t
h
e
a
s
t
　
A
s
i
a
n
　
c
i
t
i
e
s
　
:
　
s
o
m
e
　
r
e
f
-

　
l
e
c
t
i
o
n
s

o
nt
h
e
　
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
a
l

a
n
d

　
U
n
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
a
l

w
i
s
d
o
m
"
,
T
v
a
n
s
p
o
r
-

　
t
a
t
i
o
n
P
o
l
i
c
y
a
n
d
D
e
c
i
s
i
o
n

M
a
k
i
n
g
,

　
V
o
l
.
　
1
　
N
o
.
　
2
/
3
（
1
9
8
0
）

大
都
市
に
み
る
都
市
問
題

近
代
化
が
も
た
ら
す
都
市
問
題
の

深
刻
化
－
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
ー

社
会
の
底
辺
の
。
質
的
”
な
都
市
問
題

都
市
化
の
波
を
受
け
る
住
民
の
変
化

に
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
明
確
な
形
で
表
面
化
し
て
い
る
問

題
の
ほ
か
に
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
け
れ
ど

も
、
人
々
の
生
活
に
じ
わ
じ
わ
と
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
都
市
問
題
も
無
視
す
る
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
国
政
府
や
バ
ン

コ
ク
市
当
局
も
、
乏
し
い
財
源
を
工
面
し
な
が

ら
、
交
通
事
情
の
緩
和
に
努
力
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
近
年
、
急
速
に
新
道
建
設
、
道
幅
の

拡
張
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
し
わ
寄
せ

と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
バ
ン
コ
ク
の
″
水
の
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④
第
三
世
界
に
お
け
る
都
市
の
は
ざ
ま
で

コ
の
地
方
事
務
所
か
ら
西
端
に
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ

　
（
国
連
食
糧
農
業
機
構
）
ま
で
、
直
線
距
離
に

し
て
わ
ず
か
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
な
の

に
、
一
時
間
近
く
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。
市
当

局
も
、
近
年
、
中
心
部
の
交
差
点
を
立
体
交
差
に

す
る
な
ど
し
て
、
交
通
停
滞
解
決
に
努
力
を
重

ね
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
″
手
直
し
〟

的
対
応
で
は
、
根
本
問
題
解
決
に
は
ほ
ど
遠
い

の
で
あ
る
。
し
か
も
先
進
国
と
は
異
り
、
電
車

や
地
下
鉄
の
よ
う
な
公
共
交
通
機
関
が
十
分
に

発
達
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
こ
の
問
題
を
さ
ら

　
資
金
的
に
も
、
人
材
の
点
で
も
十
分
に
恵
ま

れ
て
い
る
先
進
諸
国
に
お
い
て
さ
え
、
都
市
問

題
の
解
決
は
け
っ
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
い
わ
ん
や
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
欠
い
て
い

る
第
三
世
界
の
国
々
に
お
い
て
、
都
市
問
題
が

ど
ん
な
に
深
刻
で
あ
る
か
は
、
想
像
に
か
た
く

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
タ
イ
国
の
首
府
バ
ン
コ
ク
の
よ

う
に
、
比
較
的
順
調
に
近
代
化
が
進
ん
で
い
る

　
陸
上
交
通
に
関
す
る
邦
文
文
献
目
録
』
一
九

　
八
一
年
、
東
京
大
学
工
学
部
ア
ジ
ア
都
市
研

　
究
会

２
　
山
田
順
一
『
開
発
途
上
国
に
お
け
る
都
市

　
交
通
特
性
の
分
析
』
一
九
八
二
年
、
東
大
都

　
市
工
学
科
　
修
士
論
文

３
　
M
i
t
s
u
i
　
C
o
n
s
u
l
t
a
n
t
s
,
　
P
u
b
l
i
c
　
T
r
a
n
s
-

　
P
o
r
t
a
t
i
o
n
　
R
e
q
u
i
r
e
m
e
n
t
s
　
i
n
　
I
n
t
e
r
-

　
m
e
d
i
a
t
e
　
S
i
e
　
C
i
t
i
e
s
.
　
1
9
7
7
. 〈

東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
助
教
授
〉
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